
 

 

 

横浜みどりアップ計画[2024-2028]２年目の 

実績報告について【情報提供】 
 

１ 報告の趣旨 

横浜みどりアップ計画につきましては、2009 年度から、横浜みどり税を財源の一部として活

用させていただきながら、緑の保全・創出に向けた様々な事業・取組を推進しています。 

2024年４月からは４期目となる新たな５か年計画[2024-2028]に取り組んでいます。 

このたび、２年目の 2025年度を振り返り、取組の成果をまとめた実績報告書を作成しました

のでご報告いたします。 

 

２ お願いしたいこと 

【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

 

３ 配布資料 

(１)  横浜みどりアップ計画[2024-2028]概要版冊子 

(２)  ２年目（2025年度）の実績概要 

(３)  ２年目（2025年度）の区別実績 

(４)  「横浜みどり税」の説明チラシ 

(５)  横浜みどりアップ計画の制度ガイド 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 

横浜みどりアップ計画の広報に関すること 

みどり環境局戦略企画課 TEL：671-2712  FAX：550-4093 

 

横浜みどり税に関すること 

総務局税務課 TEL：671-2253  FAX：641-2775 

  

区連会 10 月定例会説明資料 
令 和 8 年 1 0 月 1 9 日 
み ど り 環 境 局 
戦 略 企 画 課 
総 務 局 税 務 課 

















２ 事業・取組の実績と評価・今後の進め方

市内の樹林地を保全するため、緑地保全制度による40.7haの樹林地の新規指定や、17.8haの

買取り対応を進めたほか、市民の森を2か所開園しました。引き続き、樹林地の指定・買取り・整備を

着実に進めるとともに、多様な主体との連携により、森づくりの担い手育成と、市民が森に関わる機

会の充実を図ります。

市内の水田112.3haを維持し、良好な農景観を保全するための支援をしました。また、収穫体験農

園や横浜ふるさと村、恵みの里での農体験、直売所等の開設、はまふぅどコンシェルジュの活動など

を支援し、農とのふれあいや地産地消を推進しました。引き続き、農景観の保全と身近に農とふれあ

える場づくりを進め、市民・企業等との連携も深めていきます。

横浜開港資料館など3か所の緑地を再整備したほか、桜並木等の再生、地域の緑化活動への支援、

保育園や幼稚園、小中学校など子どもたちが過ごす施設40か所において緑を創出するとともに、都

心臨海部や新横浜駅周辺の14か所で緑や花による良好な空間づくりを進めました。今後も、市民・

事業者との協働や継続的な維持管理により、身近な緑や花を育んでいきます。

広報紙、デジタルサイネージ、交通広告、イベント出展、こども向けリーフレット等を活用し、「横浜み

どりアップ計画」と「横浜みどり税」について幅広い世代への情報発信に取り組みました。今後も緑の

取組に関する市民アンケート等を事業改善に生かし、分かりやすく伝わる広報を通じて、計画への理

解と共感につなげていきます。

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書２－２

柱 １ 市民とともに次世代につなぐ森を育む （2-8～2-23）

柱 ２ 市民が身近に農を感じる場をつくる （2-24～2-47）

柱 ３ 市民が実感できる緑や花をつくる （2-48～2-69）

広報 効果的な広報の展開 （2-70～2-72）

2025年度の実績概要と今後の展望

横浜市では、緑の保全・創出を進め、横浜の緑を次世代に引き継ぐため、2009年度から「横浜み

どりアップ計画」に取り組んでいます。2024年度からは、第4期となる「横浜みどりアップ計画

［2024－2028］」に基づき、市民の皆様とともに、森や農、緑や花を身近に感じられるまちづくり

を進めています。



柱3

柱2

柱１
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市民アンケート※の評価 ※2025年度実施 横浜市の緑の取組に関するアンケート調査

まとまりのある森の保全の満足度

30％

26％6％

38％

どちらでもない不満・やや不満

知らない
・分からない 満足・やや満足

良好な農景観の保全の満足度 街なかなど身近な場所での緑化
の満足度

19％

28％

7％

46％

どちらでもない

不満・やや不満

知らない
・分からない

満足・やや満足

41％

26％

14％

19％

どちらでもない

不満・やや不満

知らない
・分からない 満足・やや満足

引き続き、各柱の取組を着実に進めることで、市民生活を支え、潤いをもたらす貴重なみどりを次

世代に継承していくとともに、保全したみどりを安全で良好に育み、市民の皆様がその魅力や大切

さを身近に実感できる取組を一層強化していきます。あわせて、横浜グリーンエクスポを通じて生ま

れる気づきや行動、人や地域のつながりを、開催後の地域活動や次世代の担い手づくりへ展開し、

人と自然が共生する持続可能な都市・横浜の実現につなげていきます。

今後の展望

長津田町長月特別緑地保全地区（緑区） 上菅田町市民の森（保土ケ谷区）

上飯田町（泉区） 舞岡ふるさと村（戸塚区）

横浜開港資料館（中区） 中屋敷保育園（瀬谷区）

２ 事業・取組の実績と評価・今後の進め方



3 各区の取組

西区における実績
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【凡例】
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区主催のイベントでのクラフト教室の開催
西区民祭り 西前小学校

森に関わるきっかけづくり取組 市民が農を楽しみ支援する取組の推進

農のコーディネーター派遣
浅間台小学校

取組

市民が身近に農を感じる場をつくる柱2

市民が実感できる緑や花をつくる柱3

市民とともに次世代につなぐ森を育む柱１

横浜みどりアップ計画 2025年度実績報告書

地域に根差した緑や花の楽しみづくり

緑や花を身近に感じる各区の取組
バラ育成講座

取組

市民や企業等との連携

イベントにおける地産地消サポート店
のキッチンカー出展 パシフィコ横浜

取組

地域緑のまちづくり

南幸地区

取組

シンボル的な緑の創出・育成

公有地化によるシンボル的な緑の育成
伊勢町もくせい公園

取組

３ 各区の取組
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市民とともに次世代につなぐ森を育む柱１

市民が身近に農を感じる場をつくる柱2

市民が実感できる緑や花をつくる柱3

3 各区の取組
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●取組２ 森の多様な機能に着目した
森づくりの推進

・森の維持管理

公園 1か所

掃部山公園

●取組３ 指定した樹林地における維持管理の支援
・維持管理の助成

１か所 浅間台

●取組６ 森に関わるきっかけづくり
・市内大学や関連団体などとの連携や区主催による地
域の森でのイベントの実施

1回 クラフト教室等（1回）

●取組13 市民が農を楽しみ支援する取組の推進
・市民が農を楽しみ支援する取組の推進

コーディネーター派遣 1件

浅間台小学校

●取組16 市民や企業等との連携
・市民や企業等との連携

企業等と連携した地産地消の推進

横浜フラワー＆ガーデンフェスティバル2025におけ
る地産地消サポート店のキッチンカー出店（パシフィコ
横浜）／神奈川食と農のマルシェにおける横浜農場の
PR（横浜ランドマークタワー）／三越伊勢丹と連携した
横浜野菜マルシェの開催と横浜農場のPR（ジョイナス
横浜）／第1回 Music Terrace Open Day マル
シェ出店（ミュージックテラス｟Kアリーナ｠）

●取組17 シンボル的な緑の創出・育成
・シンボル的な緑の創出・育成

公有地化によるシンボル的な緑の創出・育成

伊勢町もくせい公園（育成）

●取組18 街路樹による良好な景観づくり
・街路樹による良好な景観づくり

良好な維持管理 544本

環状１号線／桜川新道

並木の再生 １路線

石崎川プロムナード※整備中・サクラ（ヨコハマヒザク
ラ）

●取組22 地域緑のまちづくり
・地域緑のまちづくり

継続支援 1地区
南幸地区

●取組23 地域に根差した緑や花の楽しみづくり
・緑や花を身近に感じる各区の取組

各区の取組

「藤の花再生プロジェクト」推進事業／バラ育成講座等

身近な公共施設での緑の育成 ３か所
西区庁舎／市長公舎／中央図書館

地域の花いっぱいにつながる取組

球根の配布（宮ケ谷公園など6か所）／花苗の配布（北
軽井沢第二公園など11か所）／堆肥の配布（池ノ上公
園など35か所）

●取組24 人生記念樹の配布
・人生記念樹の配布

307本

●取組25 保育園・幼稚園・小中学校での
緑の創出・育成

・保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成

緑の創出 1か所
一本松小学校

緑の育成 1か所
南浅間保育園

●取組26 都心臨海部等の緑花による魅力ある
空間づくり

・緑花による魅力づくり

３か所 グランモール公園／さくら通り／けやき通
り



3 各区の取組
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550 円

(61.1％)
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・ 樹林地 ・ 農地の確実な担保
・ 身近な緑化の推進
・ 維持管理の充実による

みどりの質の向上
・ ボランティアなど市民参画

の促進につながる事業

暮らしを支え、 豊かにする緑を未来に残すために、

横浜市は、 市民 ・事業者の皆様に 「横浜みどり税」 をご負担いただき、

緑をまもり、 つくり、 育む 「横浜みどりアップ計画」 を進めています。
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・ 森を残す ( 指定 ・ 買取り )

・ 森を育む ( 維持管理など )

・ 森を育む人材の育成 ( 活動に対する支援 )

・ 森に親しむ ( きっかけづくり )

・ 農景観をまもる

・ 農にふれあう ( 農体験 )

・ まちなかに緑をつくる

・ 緑や花に親しむ

横浜みどり税

年間 900 円

横浜みどり税の

使途
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横浜みどり税 ( 年間 900 円 ) の使いみち

横浜みどり税の
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みどり税を活用した取組
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地域・個人で利用できる！横浜みどりアップ計画の制度ガイド
〜 街の緑が、暮らしを豊かにする 〜

横浜みどりアップ計画には、地域や個人の方が利用できる制度もあります。
「こんなことがしたい」から探せるようにまとめています。

地域・団体で取り組む 個人・ご家庭で使える 参加・受講する

地域・団体で取り組む

①

地域で花植えや植樹に取り組みたい

制度名：地域緑のまちづくり

【できること】住宅地・商店街などで、地域にふさわしい緑を増やす取組を支援します。

【支援内容】最大3年間 1,500万円まで （整備費90%以内 ほか）

【対象】地域が主体となって緑化計画を提案する団体（選考あり）

②

森づくりの活動を充実させたい

制度名：森づくり活動団体への支援

【できること】保全管理計画づくり、研修、道具の貸出し、チップ化作業、アドバイザー派遣などを

サポートします。

【支援内容】研修・道具貸出・アドバイザー派遣等の各種サポート

【対象】市民の森・都市公園内などの樹林地で活動する団体

個人・ご家庭で使える

③

家族の思い出になる木を育てたい

制度名：人生記念樹の配布

【できること】出生・結婚などの記念に、市内で生産された記念の苗木をお渡しします。

【支援内容】記念の苗木を配布（年2回・6月頃と10月頃／市内各所で配布）

【対象】記念を迎える横浜市民（郵送・インターネットで申込）

④

歴史ある樹木を次世代に残したい

制度名：名木古木の保存

【できること】町の象徴として親しまれてきた由緒ある樹木を「名木古木」に指定し、保存を支援し

ます。

【支援内容】診断50％(上限4万円)・治療50％(上限30万円)・管理50％(上限20万円)

【対象】由緒ある樹木の所有者（指定には審査あり）

⑤

所有している森の管理への支援を受けたい

制度名：樹林地維持管理助成

【できること】緑地保全制度に指定された民有樹林地の、越境樹木や危険樹木などの管理作業を助

成します。

【支援内容】A：樹木管理・草地管理の作業は50万円まで100%(超過分50%)

B:フェンス・土留め設置50%

【対象】緑地保全制度に指定されている民有樹林地の所有者

AB合わせて
上限200万円

【お問合せ先】
環境活動事業課（緑化担当）
045-671-3447

【お問合せ先】
環境活動事業課（森づくり担当）
045-671-2624

【お問合せ先】
環境活動事業課（緑化担当）
045-671-3447

【お問合せ先】
環境活動事業課（緑化担当）
045-671-3447

【お問合せ先】
環境活動事業課（森づくり担当）
045-671-2624



参加・受講する

⑥

森づくり活動に参加したい

制度名：森づくりボランティア

【できること】入門講座や体験会などに参加でき、横浜の森づくり活動に加わることができます。

【支援内容】各種研修の受講・体験会への参加・情報発信

【対象】18歳以上で市内在住・在学・在勤の個人または市内事業者

⑦

農作業や緑の手入れを基礎から学び

ボランティアとして活動したい

制度名：市民農業大学講座

【できること】野菜・果樹・花き・樹木の栽培管理を実習中心で学び、修了後は「農と緑の環境リー

ダー」として援農や緑化ボランティアで活躍できます。

【講座内容】2年間の講座（1年次35回＋2年次の農家実習10回）（別途受講料あり）

【対象】市内在住67歳以下で、修了後に援農・緑化ボランティアの意思がある方（定員30人・多数

時は選考／年1回・2〜3月募集）

⑧

横浜の食と農をつなぎ地産地消を広めたい

制度名：はまふぅどコンシェルジュ講座

【できること】横浜の農業・農産物・生産者・食をテーマに、講義・実習・視察で地産地消の理解を

深める連続講座です。修了すると「はまふぅどコンシェルジュ」に認定されます。

【講座内容】全5回の連続講座（講義・バスツアー・農体験・料理教室・グループワーク）（別途受講

料あり）

【対象】地産地消の実践・普及に積極的に取り組む意思のある方（定員20名・多数時は選考／年

1回・3月募集）

【お問合せ先】
環境活動事業課（森づくり担当）
045-671-2624

【お問合せ先】
環境活動支援センター
045-711-0635

【お問合せ先】
農業振興課(地産地消担当)
045-671-2639

◆制度ガイドに関するお問合せ先 ◆各事業お問合せ先 
みどり環境局戦略企画課                 

電話 045-671-2712 ／ FAX 045-550-4093
Eメール mk-midorikoho@city.yokohama.lg.jp




